
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日  時

     

■会  場

■講  師

■内  容

 

 

 

 

 

■受 講 料

■募集人数

■対  象

■申込方法

 

■主  催

平成

年間 300

この講座

どること

時：平成 23

 金曜日 

場：広島県立

師：県立広島

容： 

料：無料 

数：30 名 

象：どなたで

法：往復はが

⑤電話番

をご記入

お送りく

 〒734

 県立広

 電話

受講案内

申込多数

島関連講
  

※申込

には

催：広島県立

成 23 年度 

万人以上の

座では，嚴島

で，新たな

6 月 17

7 月 1

7 月 15

7 月 29

8 月 12

年 6 月 17

10：30～1

立図書館会議

島大学宮島学

でも（初心者

がきで，往信

番号を，返信

入の上，平成

ください。 

4-8558 広島

広島大学地域

（０８２）２

内は申込締切

数の場合は，

講座を一度も

込にあたってお

は使用しません

立図書館，県

広島県立図

の人々が訪れ

島神社で執り

な宮島の魅力

7 日 第 1 回

1 日 第 2 回

5 日 第 3 回

9 日 第 4 回

2 日 第 5 回

日・7 月 1

12：00 （

議室（広島市

学センター

者を対象とし

信面の裏に，

信面の表に受

成 23 年 6 月

島市南区宇品

域連携センタ

２５１－９５

切日以降にお

これまでに

も受講したこ

お寄せいただい

ん。 

県立広島大学

図書館・県立

れる宮島では

り行われる神

力に迫ります

回 嚴島神社

回 管絃祭－

回 御島廻－

回 ぶとまが

回 宮島を訪

日・7 月 15

（全 5 回）

市中区千田町

助教 大知

します）（原

①郵便番号

受講される方

月 2 日（木）

品東 1-1-71

ター「宮島の

５３４ 

お届けします

に県立広島大

ことのない方

いた個人情報

学地域連携セ

広島大学連携

は，大小さま

神事・祭礼を

す。

社の内侍－

－舟管絃―

－七浦をめぐ

がり―正月の

訪れた人々

5 日・7 月 2

町 3 丁目 7-

知徳子 

原則として連

号，②住所

方の郵便番号

（消印有効

の祭」係 

す。なお，

大学の宮 

方を優先し

は県立広島大

センター 

携公開講座

まざまな祭が

を取り上げ，

平家の伊都岐

ぐる神事―

の唐菓子献上

－平安から明

29 日・8 月

-47） 

連続５回受講

，③名前，

号，住所，名前

効）までに次

て抽選しま

学公開講座の

が執り行われ

，その歴史

岐島別宮― 

上― 

明治まで― 

（返信面の表）

○
○
○
○
○ 

 

○
○
○
○
様 

12 日 

講できる方）

④ふりがな

前（「○○様

次のところに

す。 

ご案内以外の

れています。

史的変遷をた

） （往信面の

①郵便番号

②住所 
③名前 
④ふりがな

⑤電話番号

 

 

な， 

様」） 

に 

目的

。

た

裏）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回 嚴

嚴島神社

をひきつ

都におか

第２回 管

旧暦六月

会」など

に合わせ

第３回 御
お

政治勢力

って断絶

「御島廻

第４回 ぶ

かつて厳

明治以降

時代にお

第５回 宮

宮島は，

れて宮島

て宮島の

嚴島神社の

社の巫女は，

つけた内侍の

かれた伊都岐

管絃祭－舟

月十七日の夜

どと呼ばれて

せてどのよう

御島廻
おしままわり

－七

力の交替が激

絶した神事・

廻」について

ぶとまがり

厳島神社では

降の厳島では

おける厳島神

宮島を訪れ

年間約 330

島を訪れてい

の魅力の再発

の内侍
な い し

－平家

「内侍」と呼

の魅力とは，

岐島別宮につ

講

舟管絃— 

夜におこなわ

ていました。

うな変化を遂

七浦をめぐる

激しい戦国時

祭礼の復興

てご紹介しま

り—正月の唐

は，元日に唐

は姿を消して

神社の正月行

れた人々－平

0 万人の方を

いるのでしょ

発見を試みま

家の伊都岐

呼ばれていま

いったい何

ついてもご紹

座 内

われる管絃祭

今でも多く

遂げてきたの

る神事—

時代の厳島神

興を目指しま

ます。 

唐菓子献上

唐菓子「ぶと

てしまった

行事について

平安から明

を迎えていま

ょうか。過去

ます。 

岐島別宮—

ます。平清盛

何でしょうか

紹介します。

容 

祭。かつては

くの参詣者を

のか，ご紹介

神社。戦国大

ました。毛利

上— 

とまがり」を

「ぶとまがり

てお話ししま

明治まで—

ます。旅人は

去の紀行文や

盛をはじめ，

か。また，平

。 

は「舟管絃」

を集める管絃

介します。 

大名毛利氏は

氏が好んだ

をお供えして

り」奉納や，

ます。 

は，いったい

や日記，地誌

，多くの人々

平氏によって

」，「六月の法

絃祭が，時代

は，戦乱によ

だ神事の一つ

ていました

戦国～江戸

い何に魅了

誌類を紐解い

々

て

法

代

よ

つ，

。

戸

さ

い


